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 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。

 ２０１８年度第３四半期決算概要につき、ご説明申し上げます。
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 最初に、今回の決算発表のポイントです。

 第３四半期の売上高は、

オートモーティブ＆インダストリアルシステムズで、

車載電池事業が大きく伸長、

エコソリューションズの住宅事業も堅調に推移し、

全体で増収となりました。

 営業利益は、

コネクティッドソリューションズでアビオニクスの減販損等が影響、

アプライアンスではAVCやデバイスの販売が苦戦し、

全体では減益となりました。

 年間見通しについては、足元の状況を踏まえ、

売上高、営業利益、税引前利益を下方修正いたします。

 なお、当期純利益は法人税等の良化を見込み、据え置きます。
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 まずはじめに、

第３四半期の決算概要についてご説明します。
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 第３四半期の連結業績は、ご覧のとおりです。

 売上高は２兆 ７４８億円で、２０５億円の増収、

 営業利益は、９７６億円で、２２５億円の減益、

純利益は、６０１億円で、２１１億円の減益となりました。
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 セグメント別の実績はご覧のとおりです。

 アプライアンスとコネクティッドソリューションズは、減収減益、

 エコソリューションズは、増収増益、

 オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは、増収、

利益は、その他損益の改善があり、増益となりました。

 詳細は、次のページ以降でご説明いたします。
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 アプライアンス 製販連結ベースです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比９９％となりました。

 エアコンは、大型空調を中心に国内販売が堅調に推移、

 食品流通も、北米での堅調な受注により増収となったものの、

 スモール・ビルトインや、テレビ等、AVCの販売が落ち込み、

 また、エアコン向けデバイスも、中国市況悪化の影響を受け、

全体では減収となりました。

 営業利益は、

スモール・ビルトインやデバイスの減販損に加え、

メジャーやAVCでの市場対応費用の増加により、

全体では減益となりました。
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 次に、エコソリューションズです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで、

前年比１０８％となりました。

 パナソニック ホームズは、

新築請負事業の受注が好調なことに加え、

分譲事業が大きく伸長。

 新規連結の貢献もあり、全体では増収となりました。

 営業利益は、パナソニック ホームズ等の、

増販益や合理化推進の取り組みにより、

ライティングの価格下落等の影響をカバーし、

全体で、増益となりました。
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 続いて、コネクティッドソリューションズです。

 売上高は、為替影響を除く実質ベースで

前年比９６％となりました。

 プロセスオートメーションは、

車載・デバイス業界向け実装機、自動車業界向け溶接機が

引き続き堅調に推移し、増収。

 一方でアビオニクスや、

業務用カメラの販売減があったメディアエンターテインメント、

前年の大型件名の反動を受けたモバイルソリューションズでは

減収となりました。

 営業利益は、

アビオニクスやメディアエンターテインメントの減販損や、

前年に引当金の戻し入れを計上した反動等により、

減益となりました。
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 最後に、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

 売上高は、

為替を除く実質ベースで、前年比１０６％、

 営業利益も前年から１９億円改善し、

 カンパニー全体では増収増益となりました。
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 オートモーティブは、

日米顧客向けインフォテインメントや

カメラ・ソナー、充電器等が増収、

一方、営業利益は、

前年度に計上した品質対応費用の反動があったものの、

欧州一部件名の開発資産減損等により、減益。

 エナジーは、

車載電池が円筒形を中心に大幅増収、

営業利益は、北米車載電池工場の立上げ費用があったものの、

固定費コントロールやオペレーション改善に加え、

法務関連引当見直し等により、増益。

 インダストリアルは、

米中貿易摩擦の影響を受け、中国設備投資需要が減速し、

モータを中心にメカトロニクスが大きく減収減益となりました。
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 続いて、２０１８年度年間業績見通しについてご説明します。
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 足元の経営状況を踏まえ、

２０１８年１０月３１日公表の年間業績見通しから、

ご覧のとおり修正いたします。

 売上高は、２，０００億円の下方修正、

 営業利益は、

その内訳としての、その他損益が、４５０億円良化するものの、

事業からの利益の状況を反映し、

全体では、４００億円の下方修正、

 税引前利益は、３５０億円の下方修正を行います。

 なお、当期純利益は、

法人税等の良化を見込んでおり、変更はございません。
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 こちらでは、セグメントの見通し修正額を示しております。

 修正内容の詳細は、次のページ以降でご説明いたします。
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 まず、アプライアンスです。

 売上高、営業利益ともに見通しを下方修正いたします。

 冷蔵庫やテレビは、他社からの価格攻勢を受けて、

販売が苦戦し、追加の対策費用が拡大。

 中国向けの家電やデバイスは、景気の減速により

販売が落ち込み、これらを見通しに反映いたしました。

 今後の対策として、

エアコンでは、高付加価値商品のラインナップを充実。

 冷蔵庫など、白物家電では、

商品力の強化やコスト低減を図るとともに、

在庫を適切な水準でコントロール、

 テレビでは、高付加価値商品へのシフトを加速するなど、

収益力の向上を図ってまいります。
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 続いてオートモーティブ＆インダストリアルシステムズです。

 開示事業単位すべてにおいて、売上、営業利益ともに

下方修正いたしました。
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 こちらは、オートモーティブの修正内容です。

 売上は、中国における自動車販売の減速により、下方修正。

 営業利益は、欧州の一部件名での開発資産減損等や、

北米顧客への品質対応にかかる一時費用等を織り込み、

大幅に下方修正いたしました。

 今後も、引き続きグローバル開発管理体制を強化してまいります。

特に、課題である欧州事業につきましては、

件名管理体制の見直し等を推進し、

収益改善を図ってまいります。
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 続いて、エナジーです。

 売上は、

円筒形では、北米工場の電池生産の期ズレ、

角形では、環境対応車の需要減を織り込みました。

また、その他、リース会計における表示の見積もり差等も

加味し、下方修正。

 営業利益は、

売上修正に伴う利益の減少の他、

想定よりも、北米工場の生産ロス改善が遅れていること等

から、下方修正いたしました。

 円筒形に関しては、

オペレーション力強化を図ることで、

北米工場の稼働を安定させて参ります。

 角形に関しては、

先日発表したとおり、

広く自動車メーカーに競争力ある電池を供給できる、

事業体制を構築してまいります。
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 最後にインダストリアルです。

 売上は、

中国市況が悪化していることを受け、

設備投資需要が急速に減速、

モータを中心に減販が拡大していることから、

売上高、営業利益ともに下方修正いたしました。

 モータ事業においては、

中国市況のさらなる悪化に備え、

スマホ製品や、中国への依存度を低減させながら、

併せて、 収益力を強化してまいります。
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 ご説明は以上となります。

 先ほど申し上げましたとおり、

今回の決算では、足元の経営環境を踏まえ、

全社の見通しを修正いたしました。

 現在、課題となっている低収益事業については、

引き続き、収益改善に向けた取り組みを徹底するとともに、

 事業ポートフォリオマネジメントの推進を強化し、

 全社の収益性向上に取り組んでまいります。

 ご清聴、ありがとうございました。
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